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変化が激しく価値の不透明な社会、人間の
存在そのものが希薄となっている社会にあっ
て、学校をめぐって様々な問題が露呈してい
る。美藤の所属する小学校においても、不登
校児童は各学年で1-2名程度(全12学級中)
みられ、中学校に進学後不登校は更に増加の
傾向にある。 また、学内でいじめに発展する
ような問題もあり、1998年度には5年生で学
級崩壊が起こるなどの問題があった。 このこ
とは児童がゆとりのない生活の中で、人間と
しての豊かな心情や潤いが欠乏した状態にあ
ることを示している。 児童が自己を肯定的に
とらえ、他人から認められ自己を誇れる多く
の場と機会を学校の中に用意することが望ま
れる。このように子どもの心の荒廃を改善す
ることが学校教育上の重要課題となっている。
自尊感情とは、荒木(1996)によると認知
された自己の評価の感情で、自己をどれくら
い価値ある存在であるかととらえていること
に関する態度と感情をいう。 学校生活の中で、
児童が自信を無くしたり、劣等感や不安感、
不満感を持ったりする機会が多くなると自尊
感情は育たないであろうし、児童が自信やで
きるという感覚、有能感を持ち、自己を肯定
的にとらえたりする機会が増えるほど自尊感
情が確実に形成されると考えられる0
調査で明らかにされたが、図工科学習は他
教科に比べ、子どもにとって興味・関心が高
く、児童の自尊感情を高める上で効果が期待
された0 特に図工科学習は、多様な実体験を
提供しており、自己への気づきを促し、自尊
感情の向上と関係が深いと考えられた。
本研究では、図工科学習に焦点を当て、エ
スノグラフィック的アプローチを基に授業を
参与観察し、自尊感情を発達させるための知
自尊感情エスノグラフイ一
見を得ることを目的とする。
1. 方法
(1)エスノグラフィックな資料収集
兵庫県の-公立小学校における6年生1クラス
(男子20名、女子12名)を協力学級とし、
T教諭の図工科授業に美藤が参与観察し、V
TRで授業記録をとり、資料を収集した。 ま
た、児童に対して、「ふりかえりカード(自分
自身よくやったと思うことや自信になったこ
と、また、困ったことや不安になったことな
どを書かせる)」を持たせ、2日に一度定期的
に記入する時間を設けた。 この記述された内
容についてエスノグラフィック的面接(イン
フォーマルインタビュー)を行い、データを
収集した。 面接時間は一回約10分程度で毎回
1-5人位ずつ実施した1999年4月より10
月末までの6ケ月間に約30回の面接で得たデ
ータを個人カルテにまとめたOこのカルテを
もとに抽出された図工の授業態度で肯定的な
変容を見せた児童について、教師との面接資
料や4月と9月に実施した「小学生学校生活
充実調べ」(荒木、井上、山下、1998)の結果
等との関係を分析する。
(2)小学校生活充実調べ
この検査は、小学生が充実した学校生活を
送っているかどうかを、学校生活で生じる不
安の種類と程度(学校内不安尺度全58項
目の質問紙)、あるいは、自己を価値ある存在
と捉える自尊感情の程度(自尊感情尺度全
29項目の質問紙)及び、社会的スキル・コ
-ビングの程度等を測定するための妥当性と
信頼性を備えた客観検査である。
本研究では、
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自尊感情尺度のみを分析の対象とし、学校内
不安尺度等の分析は別の機会に取り上げるこ
ととした。
(3)T教諭(図工専科)のプロフィール
男性年齢47歳教職歴24年図工専科
就職以来3小学校を歴任、各学校において図工好きの
子どもたちを育ててきた。 授業においては図工をする
心構えから、パレット・筆等の使い方、準備物の用意
のさせ方など厳しく指導し、図工の時間における学級
経営をまず行い、作品作りにはいると児童の意志、思
いを大切にするという授業を行っている。 本校に赴任
して、殺風景な鉄筋校舎内の境境作りということで、
本市の美術家協会に依頼し、油絵・日本画・版画・写
真などの作品を借り、階段の登り口、渡り廊下、教室
などのスペースに展示、また児童の作品も同じく多数
展示するなどして、図工の作品を身近に感じさせる工
夫をしている。課外では「絵を描く会」を作り、興味
のある児童を集め、土曜日の午後や夏休みなどの長期
の休みに、図工の楽しさに触れる時間を設けている。
その他、行間休み昼休みなど児童と一緒に外で遊び、
普段も気軽に声をかけるなどして、児童とのコミュニ
ケーションを図っている。
T教諭は24年間にわたり図工専科として
図工科教育にかかわる。 本人は自身を理論の
ない感覚人間であると述べる。 長年の実践は
児童作品、その写真、指導案、資料に分類さ
れ、まとめられている。 この実践記録は他の
教諭が授業を進める上でも活用され、児華の
意欲を高める材料として使われている。
T教諭の図工観をインフォーマルインタビ
ューから転記する。
T教諭の図工観(インフォーマルインタビューによる)
将来的にはね、芸術家を作るわけではなく、基盤主
いうものを生活の中に楽しめたり生かせたりできるよ
うな子どもが育ってくれたらいいな、その中で、心豊
かに自然の物や美しい物を認めるような潤いのある生
垣をしてくれたらいいなと思うねんね。
逮_旨等芸票等㌍課B=琵呂等雲豊富票
うものを持つこと、けっしてそういう物を教師から押
しつけられるんじゃなしに自分で表現方法を見つけた
り、今言ったような考え方や思いを自分で活かしなが
らできる子になってほしいなあと思いながら授業しょ
るわけやけどね。(下線は筆者による)
T教諭は美術を楽しみ、美しいものを認め、
生活に取り入れる児童を育てたいとの考えで
ある。自らも釣りをし、山菜取り、植物採集
をするなど自然に親しみ、木工クラフト、陶
芸、書道、油絵などに取り組み、それらの作
品を身近なところに飾り、生活の中で活用し
ている。指導にあたっては決して子どもに押
しつけることはない。 子ども自身にこだわり
を持たせて個性を尊重するという指導方針で
ある。
2.勝果
1.各教科授業と自身獲得との関連
学校生活における教科学習の中で、自信を
得た機会を4月から7月までの児童の「ふり
かえりカード」の記述をもとに、教科別に調
査したところ、表1のようである。
表1. 教科別に自信を得た数
国算理社音図家体習
語数科会楽工庭育字
15540383203
16660484254
出喝数(回)
出現率(%)
表1から自信を得た機会の出現率を比較す
ると、図工科の48%、体育の25%が目立
ち、その他の教科は1%-5%と極めて低い
ことがわかる。 そこで、図工科について個人
カルテに現れた自信を深めた単元を洗い出し、
人数を示したのが表2である。
表2. 図工科において自信を得た人数
男子女子計
版画製作4 0 4
ラケット作り4 3 7
縄文式土器製作1 5 2 0
5 2 7
注)表中の数値は人数である。
表2から図工科授業の中でも、特に「縄文
式土器製作」の単元で自信を持った児童が多
い。そこで、縄文式土器作りを取り上げ、6
年1組の授業を分析することとした。
2.授業「縄文式土器を作ろう」
2-l.T教諭による6年1組児童の観察
(インフォーマルインタビューによる)
音楽や他の教科もそうや思うねんけど外へ表現する
やん、外に向かって。図工は内への表現 ろ。自分の
作品に向かっていく音楽 声に出して表現、歌を歌
うとか 器を演奏するとか。だから、図工では授業に
入ってしまったら、内へ入って行くからその学級の特
徴というのが見えへんなってしまうのかなあと思うね
んね。だから、図工の授業に来たら学級としての集団
で見ることは少なくて、子どもを一人一人個として見
とるように思う あ-・。
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そこであらためて集団としてみてみたら1組のはう
がやかましい。 元気。 2組は静かねん。 授業というの
は楽しいないといかんねんけれども遊びやない。 学習
なんや。真剣にやる中で、できた喜び・成就感を味わ
って、そこで本当の喜びを感じる、楽しさを味わうと
いうことで、必要な話はええんやけど無駄話をべらべ
らとしゃべるなという指導をしてきとったやん。 でも
静かにしっとったら、伝わってけへんねんな。 例えば、
「ええ色だしとんなあ。 それどないして出したんよ。」
というようなな、お互いを高め合うような会話Oそれ
を1組(o学級)は、時々やっとんねんな。 1組の方
は自由に話をして活動しとんのを見とったら、その方
がその子らの感じが伝わってくる。 静かに黙々として
やっとるよりも-・。 ということは、僕がやってきた
ことも善し悪しなのかなあと思った。 どっちがええの
か僕自身迷ってきた。
とにかく1組にはいろんな子がおるやん。 例えば、
ある男の子がラケット(卓球)のデザインするのにな
あ、何描いた言うたら人魚描いとんねん。 それで胸の
ところに貝殻つけてよ。 あの体に似合わず、女の子描
くのが得意らしいねん。 それで女の子の顔かいとんね
ん.おもしろいで。 ラケットをハート型に切り抜いて
そこに人魚をかいとんねん。
こんな風に突拍子もないアイデアを出す者がおった
り、かっちりした者がおったり、ふわあとした者がお
ったり、がさがさして忘れ物が多い者がおったりして、
それが何か総合的に絡まり合いながらうまく回っとる
ような、そんな雰囲気があるなあ。
これは、5月10日のインフォーマルイン
タビュー記録である。 5月の段階でT教諭は
6年1組を肯定的に評価し、受容している。
これはT教諭の言葉「騒がしく忘れ物をする
者もいるし、ゆっくりした者かっちりした者
もいる」にみられるように、T教諭がまず全
てを認め、児童の作品を全て受容するところ
に、この学習の特徴が認められる。
2-2.縄文式土器作りの図工科授業
で教諭が、3年前に開発した単元「縄文式
土器を作ろう」を、6年生社会科の歴史教育
と関連づけ、次の指導観(インタビューによ
る)に基づいて新しく単元化している。
2-2-1.縄文式土器作りについての指導親
子どもたちは、社会科で縄文時代の暮らしについて
学習している。 この社会科と関連づけ、それの発展と
して、大昔の縄文人を体験しよう、挑戦しようという
ことで土器を作ることになった。 粘土の採取から野焼
きまで自分たちの手で行っていけば、縄文時代の人々
が身近なものとなり、学習効果も上がると考えた。
大音の縄文人はどのようにして土器を作り、どのよ
うにして焼いていったのだろう。 ある時彼らはたき火
をしている周りの土が固くなっていることに気づき、
土を焼くと固くなることを知った。 これが土器を作る
きっかけとなった。 大きな発見である。 その時の人々
の喜びは想像に難くない。 そして彼らは手当たり次第
にその辺に身近にある土を使い土器を作ってみたであ
ろう。粘りのない土でなかなか形にならなかったり、
作った土器を直接火に入れて割ったりと、試行錯誤を
繰り返しながら現存するあの素晴らしい土器に到達し
たに違いない。
子どもたちには粕薬をかけた本焼きも魅力があり是
非体験させたい。 その一方で原始的な野焼きに挑戦さ
せてみるのも焼き物のルーツをたどる上で、また社会
科での縄文時代の学習を机上だけのものとせず肌で感
じる学習として意義あることだと思う。 そのため子ど
もにも、ただ市販の粘土に頼るのではなく自分たちで
粘土を調達し、それを使って土器を作り、自分たちで
薪を集め野焼きするところに大きな意味があると思
う。さらに、できあがった土器で、食料を煮て食べて
みるなど土器の持つ目的(用途)を果たせることがで
きたらなお良い。 (インフォーマルインタビューによる)
この授業は社会科の発展単元として構想さ
れ、課外を利用するなどして約2ケ月、延べ20
時間にわたり実践された。 ここでの活動内容
は、自分たちの近くにある粘土を採取し、細
かく砕ききめの細かな粘土にし、それを利用
して自分なりの土器を作成し、野焼きをする。
このように労力と時間を費やし、児童にこだ
わりと思いを込めさせるために4時間という
制作時間を設けた点に授業の特徴がみられる。
図1は「縄文式土器を作ろう」(野焼きに挑
戦)の指導案である。
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図1縄文式土器作りの指導案(T教諭による)
領域つくりたいものをつくる・立体に表す
題材名「縄文式土器を作ろう」(野焼きに挑戦)
学年6年生 (1 1時間計画+課外)
児 童 の 活 動 教 師 の 支 援 準 備
1
時
間
2
時
間
2
時
間
1
時
間
4
時
間
6
時
間
1
時
間
1.焼き物 について知る。 .本焼き された土器や縄文土器 の写 真、野焼きされた土器 を見 本焼 きの花瓶 、
て これか ら行 う制作に興味 を持たせ る。
.川 に大 量の粘 土があったので粘土の採取か ら始 めた 。 この時
壷縄文式土器 の写真
2.縄文土器 について 調べ、自分の作 りたい土
舘のアイデアスケ ッチ をす る0
3.粘土 を採取す る。 (1人 2kg程度)
4.乾燥 させ る (課外)
野焼 きされ た土 器
移植 ごて .スコ ップ
川 だけでな く、他にもいろいろな所 にあることや、 どんな物 等の掘る物
を粘土 というのかを合 わせ て学習 させる0 粘土の入れ物 (買 い
l風 通しの良い所 、できれば天 日に当てて乾かせる0 物袋等)
5.粉 にし、ふ るいにかける0 .ふるいにかけるのは、粘土の 中の小石や異物等 を取 り除 くた かなずち、石
めであるeふるいは水 切 り用のざる等を利用す る0 ざる、ふ るい
6.水を少 しずつ加 えて練 り、市販 の粘土 とも .市販の粘土の固 さくらいに、また 、二つの粘土の色が混 ざ り 市販 の粘土
混 ぜ練 り合わせる。
7.縄文式土器 を作 る0
合って しま うよ うに練 らせる0 粘土板
.手のひ らを使 って空気 を押 し出す ように練 り上 げ、 ビニール 水 の入れ物
袋に入れ密閉 させ る0 t'n- 'lfi
.底 を作 つてか ら、ひ も作 りで積み上 げていく0 ひも、縄など模 様を
.ひも作 りで作る。 ○ 内側 は上か ら下 へ こす り下 ろし、外側 は下 か ら上へ つける物
.模 様をつ ける。 ↓○ ↑ こす り上 げなが ら継 ぎ目をなくしていJ<0 これを逆 古 タオル
粘土 板
ドペ
トタ ン
.飾 りをつ ける0
8.乾 燥させる。 (課外)
○ に、また は同一方 向に上へ伸 ばす と、だんだん土器
[謡 ど宣告宗吾雷雲 だア盲六書 憲 豊 慧 語 るO
.できるだけ同じ厚みに作 らせる。
.風通 しの良い 日陰で 2週間以上、そ の後太陽 に当てて 1日乾
燥させる0
8l野焼き をするe (課外) .火の通 りをよ くす るため、 4カ所 に分 け積 み上げる。重な る
(1)トタンの上に土器 を慎重 に積 み上 げる。 ことによ り、直接火 に当た る部分 とそ うでない ところ に模様
(2)あぶ り焚きをするb周 りか らだんだん火 ができる ことを期待 した0
水 (危険防止用)を土器 に近 づけてい く。
(3)少しずつ土器の上 にも薪 を乗せて燃や し
.土器 に直接火が 当た らな いように遠 まきに薪 を並べ、少 しず
つ燃や しなが ら土讃馴こ含 まれ る水分 をとば して いく0 蘇
枯れ枝.2時間程度燃やす と土器 が黒 くなって くる。温度がかな り上
ていく。 が つた と想像 され るので (実際 240℃以上になればよ い)、
直接薪 を土器 に乗せ燃や していく0 この時、薪 を静か に直 か
枯れ草
(4)大焚 きをする0
(5)さます 0
せ、土器 を壊 さな いよ うに十分注意 させ る。
.土器 を壊 さな いよう丁 寧に薪 を積 ませた後、少な くとも 15
分～ 20分一気 に燃や し、温度 を上 げる0
.急激な温度 の低下 は割Ttの原 因にもな るので急 に取 り出さず、
ゆっく り冷 まして いく。
(6)取 り出す0
(7)水洗 いを し、展示する。
9.C貴す る。
.薪が燃 え切 って 、自然 に土器 が姿 を環 すまで待たせる0
.外へ取 り出 して か らも、手に持 てるまで自然に冷ます0
.粘土 の採 取か ら始まって、 これまでの製作 を振 り返ると同時
に、出来上がった作品の発想やデザイ ン、焼 き上がった後の
美しさ等 鑑賞 させたい0
2-2-2.縄文式土器制作を終えた児童の感想
児童は制作後、様々な感想を寄せている。
ここでは全体を集約できる9人の感想を取り
上げた。
1.TI男
今日1時間目から4時間目まで縄文土器を作りまし
た。最初の方は、順調に進んでいました。 でも進んで
行くに連れて、横がどんどん広くなってきてお皿のよ
うな形になってきたので、それは一度潰してしまいま
した。もう一度やり直しです。 しかし、次のやつもそ
の次のやつも失敗です。 縄文土器って以外と難しいな
あと思いました。 四回目に作り始めたその時の時間は、
もう4時間目に入っていました0 ぼくは気ばかりがせ
けて、焦ってしまいました。 今度は成功するかなあ、
ぼくは不安になりました。 結果はうまく自分の気に入
ったように作れました。 ヤッタ一、ぼくは最高の気分
になりました。模様もつけて完成です。 図画室に持っ
ていって終了です。 みんな上手に作っていました。 ぼ
くも何とか終わってはっとしました。 縄文土器作りは
難しいけど出来上がったときの喜びは最高でした。
2.SK男
今日、縄文土器を作りました。 ぼくは火焔土器とい
う上が広くて下が小さいのをまねして作りました。 は
じめ、底を作り始めました。 底は丸く伸ばして三角定
規を30度のところで四角に切って、下の方は小さく
作って広げて行くんだけどそれが難しく、斜めに広げ
ようとすると横になるし、横に広げていくと下に垂れ
るから、下に粘土をつけて垂れないようにしたと思っ
たけど、垂れていたので-度日は耽りました. そこで
2時間目が終わりました。 次に斜めに70度くらいあ
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げていても粘土で重くなったのか横に垂れてくるので
先生に言うと「上の方を細くした方がいいんちゃう」
と言われたので細くしようと思ったけど、難しくてで
きずまた上だけ壊しましたQそれからT先生に言うと
「先生がしてもこの形は難しいねん」と言われたので
ダメかなあと思ったけど、うまくできて後飾りをつけ
るとちょうどいいぐらいの時間になりました。 いいの
ができて良かったです。
3.TS男
今日1から4時間目に図工で縄文土器を作った。 土
器を作るのははじめてだったから少し心配でした。 は
じめは思い通りに行ったけど、後からグニヤグニヤに
なってしまいました。 それから頑張って作り直すとお
皿の形になってしまいました。 それから余った粘土で、
埴輪の小さな人形を作りました。 土器作りは難しかっ
たけどとても楽しかったです。
4.TT男
今日、縄文土器作りをしました。 みんなは底を作っ
てから上へ積んでいったが、ぼくはみんなの反対でし
た。なぜかというと先がとんがっていたからです。 は
りきって大きいのを作っていたけど、すぐぐにゃっと
してしまって難しくて、結局めっちゃちっちやいのし
かできませんでした。 やっぱり難しい。
5.MN男
今日1から4時間目にかけて縄文土器を作った。 は
じめ上がうまくいかなかって、潰してまたやり直した。
それからずっと作り続けているとT先生がぼくのを見
て「こういう高いのは普通作られへん」とはめてくれ
た。やった一。
6.NH男
まずは底から作っていってぼくはちょっとやるのが
遅かったです。 でも挽回してきて、やっているとM君
のがちょっとダメだったのでやり直していました。 T
君もでした。 でもぼくは1回でできていったけどちょ
っとひび割れができていました。 だから時間をかけて
なおしていって形は変だったけどやっとできました。
でもT君がちょっとやばくて時間がなかったけど最後
まで頑張っていました。
ちょっと形は変なのができたけど、いい経験になり
ました。
7.AT子
今日1時間目から4時間目まで縄文土器作りをしま
した。今日は2組と一緒にやりました。 底をつくって、
縄のようにして粘土を細くしてつなげて、積み上げな
がらやっていったけど、うまく作れなくて上が重たく
なって底が抜けそうになったし、ひび割れしたりして、
一度作り直しました。
できたときは、不安定な形をし
ていました。 あまりいいのはできなかったけど、自分
で作ってみて縄文時代の人はこんなに苦労して作って
いたんだということがわかりました。
.
SN子
今日縄文土器を作りました。 はじめは本当にできる
のだろうかとすごく心配だったけど、先生たちにアド
バイスしてもらったりしました。 でも、難しかったで
す。一生懸命して出来上がりを見るとすごくうれしか
ったです。 そして一つ大きくなったような気持ちでし
た。
9.TM子
今日は、半日縄文土器作りでした。 練った粘土で、
底を作って積み上げていきました。 形はできていたん
だけど、水をつけすぎてしまって、べらべらになって
しまいました。 少し乾いてから模様を描きました。 本
当は、縦長にしたかったんだけど、横長になってしま
いました。思い通りにいかなかったのは、水のつけす
ぎでドベ-としたからかなあと思いました。 出来上が
ったら、家で大事にとっておこうと思いました。
以上の児童の感想を含め、クラスの感想を
まとめると、制作時及び制作後の児童の気持
ちは次の4つに分類できる。
①制作過程・完成作品共に肯定的評価して
いる児童(4人)
(診完成作品は満足でないが制作過程を肯定
的評価している児童(19人)
③制作過程は満足でないが完成作品を肯定
的評価している児童(6人)
④制作過程も完成作品にも否定的評価をし
ている児童(3人)
以上のように感想の多くは、土器に仕上げ
るのに何度も失敗しやり直しをしたけれども、
そこでの努力を自分は高く評価したいという
ものであった。
アイデアスケッチはしていた
ものの思い通りに作れず形が変わったり、大
きな作品であるために何度も作り直したりと
いう失敗も多くみられた。 しかし、最後には
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完成品が作られ、ほとんどの児童にとって「絶したところ、次のようであった。
文式土器製作」は満足や成功、つまり自信を
深める機会となったということができる。 ①「認める、はめる」
3.6年1組児童に対する教師の関わり
(図工科と算数科での比較)
T教諭は、普段の図工科授業で児童とどの
ような関わりをしているかを明らかにする目
的で、「ドライフラワーと友達」という絵画指
導の授業を、ビデオカメラで定点観測し、教
師の児童との接触回数(指名する、指導する、
語りかける、肩を叩くなどの教師と児童のコ
ミュニケーションの回数)を測定した。 これ
を比較のために教科指導の中で、TT指導を
導入し、最も教師と接触が多いと考えられる
算数科授業についてもVTR記録して資料を
収集した。 結果は表3の通りである。
表3.教師と児童の接触回教
(図工科)
回数人数
00
121
28
33
40
50
(算数科)
回Hi¥ft
07
1
23
4
5
13
731
1
接触回数計4 6回
注)算数科は発表者も含む
45回
TT指導の算数科では2名の教師によって
授業が進められるので、他の教科と比べ意図
的に多くの児童と接触する機会が多い教科で
ある。しかし、1時間の授業を通して一度も
教師との接触がない児童が7名存在している。
これに対してT教諭の図工科は全ての児童に
ついて、教師との相互作用がみられた。この
絵画指導の間に児童と延べ46回の接触を持っ
ているT教諭は、収録した映像から机間巡視
の間にも絶えず児童に語りかけている。その
様子は、縄文式土器制作時の指導でも変わら
ないと推測できる。
3-l.T教諭の児童に対する言葉かけ
次にT教諭が児童へ、どのような接触(声
かけ)を行っていたかを、授業ビデオテープ、
児童の感想、インタビューを手がかりに分類
・他人と違った発想があるとき
・自分の思いやこだわりを持って制作してい
るとき
・以前学習したことを生かして、考えを深め
質を高めた制作をしているとき
・準備段階から計画的に材料を集めていた
り、授業に関連するものを興味を持って探
したり調べたりしているとき
・以前のその子に無かった表現があったとき
②「励ます」
・一生懸命頑張っているが、技術が及ばず思
うように表現できずに、子どもがつらい思
いをしているとき
・これまでの先輩たちや友達、あるいは自分
がやってきた表現からはみ出して、自分な
りに違った表現に挑戦して結局思い通りに
ならなかったようなとき
・試行錯誤しながらも、何とか自分の思いを
表現に結びつけようと努力しているとき
縄文式土器制作時には、次のような点に注
目して評価(言葉かけ)がなされていた。
・薄く作ること
技術的に薄く作っていくのは難しい。
それを全体的に薄く作れるというのは技
術的にしっかりしている。
・大きく作ること(締めて作る)
大きく作るとよくへたってしまうが、そ
れをへたらせずに作っていけるのも薄く
作るのと同様、技術的に確かなものを持
っている。
・デザイン(型押し、ひっかき、はりつけな
どの利用)の工夫
5年時に行ったティーカップ作りの学習
を生かしている。 生きた学習とは以前学
んだことを次に生かせるということ。
・焼いた後に割れないこと
粘土のこね方、制作時の作り方、修復時
のドベの使い方など総合的にうまく仕上
げた結果である。
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T教諭は、以上のように創作活動に取り組
む児童を認め、はめ、またできていない児童
に対しては、注意し励ますことを心がけ指導
している。 このような言葉かけは児童の意欲
を引き出し、自信をつけさせるうえで有効に
働くことが予想される。
3-2.図工科における事前の学習訓練
授業に入る前に児童の学習への準備や構え
ができていることがその後の学習活動を助長
する。そこで、休憩時間に次の学習に対して、
児童がどのような構えを持って望んでいるか
を次に調べることとした。 そこで、図工科と
算数科の授業前10分間の休憩時間におけるそ
れぞれの児童の様子を時系列に観察し、児童
の態度(構え)を比較する。
図2は2場面のVTR記録である。 算数科
が始まる前の10分休憩(実質は7分であっ
た)を見ると、トイレへ行く者、ベランダで
話す者、友達としゃっべている者、担任に話
しかける者、お茶を飲む者、本を読む者、走
り回りあばれている者など様々である。 そこ
には子どもたちが授業から解放され、伸び伸
びとしている様子がみられる。
しかし、次時の学習の準備という面から見
ると、男子の多くは前時の国語を片づけ、机
上には筆箱と下敷きだけという状態で動き回
っており、チャイムの合図で席に戻ってから
算数の用意を始めている。
中には始業の挨拶
が終わってから、学習道具を出し始める者も
いる。
図2図工と算数の授業記録(VTR収録による)
工
・前時の授業が終了する。
(児童教室移動)
図工室にはこれから描くドライフラワーがセ
ッティングされている。
次々と入室する。
21人入室。
全員教室に入る。
自分の場所に荷物を置いた者から、画板・画
用紙を取りに行く。
パレット絵の具等の用意をする。
5人座る。
12人座る。
次々と水を入れに行く。
3・4名を残して水入れに行く
人の作品を配っていた一人も自分の場所に座
った.
二人また一人もう一人と水を入れに行く。
パレットに絵の具を出したり塗り始める子が
いる。
T教諭が準備室より入って来る。
「早く座りましょう」と間を歩いて廻る。
T教諭画用紙置きの所に立っていた児童に話
しかける。
全員水入れも終わり着席。
T教諭が教室の前に立つ。
目番「図工を始めます、礼」
T教諭の話が始まる
(始業のチャイムが鳴る)
注)教室に入ってから準備をするまで、黙って静か
に行ったのではなく友達とふざけながらしゃべ
りながらの準備であったが、手際が良かった0
分
分
前時終了のチャイムが鳴って3分経過後、国語
学習終了。
分「起立、礼」
各自国語を片づけ、 6人の児童教室を出ていく。
・次の用意をする児童も何人かいるが、ほとんど
がそのまま教室を出る。
分・8人程の児童が教室に残っている
6 ・ 7人の児童が教師机の周りに集まってくる。
教室の出入りが頻繁に行われる。
後方の班の児童集まり話をしている。
先生の周りにいた児童もいなくなる。
分・入ってきて本を出す児童、二人
15-6人がそれぞれ教室を出る。
・五人ノートや本を見ている。
・班で話をしている班が二堆
・一人はいってきて本を出す。
分・一人熱心にお茶を飲みながら本を読み、お茶を飲
み片づけてまた読んでいる。
・「先生、先生」と教卓の所で話している児童が2
分3人いる。
・教室やろうかであばれている子が数名。
分・教室で席に着いているのは8人程度で、他の児童
は教室の前後かベランダまたは廊下にいる
分(始業のチャイムが鳴る)
8人が座る14-5人がぞろぞろ入ってきて、しゃ
べりながら座る
日番が「座って下さい」「起立」と号令をかけ、
「今から算数の勉強を始めます」と座ったが、やり
直し。「立ったらええいうもんと達うでな. ちゃん
と背中を伸ばすんです」と先生。
「起立、礼、着席」
座ってから算数の用意をする者が数名いる。
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一方、図工科では教室移動があるにもかか
わらず、図工室に来た者から順次次のような
手順で準備を始めている。
(9日分の描く場所に荷物を置く
(診自分の作品を取りに行く
③セットの中から絵の具・パレット・筆を
取り出す
④水入れに水を入れてくる
⑤パレットに絵の具を出す
⑥描き始める
このように教室に入ってから準備をするま
での子どもたちの様子を見ると、黙って静か
に準備していたのではなく友達とふざけなが
らしゃべりながらの準備であったが、無駄な
動きがほとんど無く手際が良い。
図工室に入
ってきて自分の場所に全員が座るまでわずか
5分で、始業のチャイムが鳴る2分前にはす
でに図工の授業が始まっている。
また、2時
間続きの授業の10分休憩の間でさえ、遊ん
だり話したりする児童が見られず、絵画制作
に取り組んでいた。 図工科においては時間を
有効に使うための学習訓練が既になされてい
たものと考えられる。
このように授業者の違いによって授業に取
り組む児童の構えや意欲に大きな違いが認め
られた。 自尊感情を育てていく上からも望ま
しい学習態度を適切に指導することが必要で
ある。
3.考察
で教諭の目から見て6年生になって8ケ月
の間に、図工科に対して取り組む姿勢が変わ
った児童についてインタビューした結果、次
の点が明らかになった。
JK男君
4・5年生の頃から人なつっこくよく話しか
けてはきていたが、図工の作品作りはどちらか
と言えばあまり力が入っていなかった。 図工に
関しては意欲的にも技術的にも特に目立つとこ
ろもなかった。 しかし、1学期の「卓球のラケ
ット作り」で学級全体の前で自分らしいJK男
君独自のアイデアをはめたことがあった。 それ
以後、縄文式土器の制作も絵画の「ドライフラ
ワーと友達」にしても友達とは違う作品作りを
するようになり、作品にJK男君独自の特徴が
現れるようになってきた。
JS男君
以前から、前向きな取り組みであったが、2
学期はじめに描いた絵では、自分の思いをしっ
かり持って表現するようになった。
題材「ドライフラワーと友だち」では、他の
子は、男子は男子を女子は女子を選んで描いて
いる。そんな中でJS男君は「ぼくはみんなと
違うようにしたいから女子を選んでん-・」とS
N代さんを描く。 一人だけ他の子と違う表現を
試みることは勇気のいること。 それをあえて挑
戦したというのが素晴らしい。
また、色を塗るときに、髪の毛の流れをどう
すれば表現できるかいろいろ考えて、筆の穂を
押し広げるように潰しそれに絵の具をつけて髪
の毛を描いたと報告に来た。 自分の思い(考え)
をどうすればより確かな表現になるかというこ
とを模索することは、単に今までの学習の延長
に終わらず新しい可能性を生み出すことへの熱
意の現れであり素晴らしい。 現在彼の絵は額に
入れ1階から2階へ上がる階段に展示している。
AS子さん
絵を描くのが好きで、技術的にもしっかりし
ている。 暗息を持っているので体力的にも弱く
休みがちで作品も出せないままで終わった題材
もある。 おとなしくあまり積極的なところがな
かったが、縄文式土器作りで少し自信と共に積
極性ができたのであろうか。 2学期になって「ド
ライフラワーと友だち」を描いたときは粘り強
くしっかりと最後まで作品を完成させた。
11月末の委員会活動では、ASさんは放送
委員会にもかかわらず、自分の委員会が早く終
わったからと掲示環境委員会が掲示板に貼る絵
を描いてくれた。 時間的に最後まで完成しなか
ったが、後日、続きを描くのでボスカを出して
欲しいと積極的な姿勢を見せるようになった。
RM子さん
作ることに関しては驚くほど不器用であり、
謡もよく開けていない。 しかし、絵に関しては
鋭い感性を持っている。 1学期終わり頃から図
工(特に絵画)がよくなってきて、2学期以後
花開いたような感じがする。
普段の生活では友達も少なく、表情も暗かっ
たが、だんだんと表情も豊かになってきたよう
に思う。 教師の前で冗談も口にするようになっ
た。
YM-f
図工に対しての取り組みは特筆するようなこ
とはなかったO熱中するわけでもなく、いわば
そこそこに済ます感じであった。 ところが、土
器作りではワクワクして取り組み、しかも余っ
た粘土で何か家で作りたいという、今までにな
い意欲を見せ始めた。 2学期にはいると、写生
会ではあまり力を出し切れていなかったが、題
材「ドライフラワーと友だち」では、一生懸命
授業に取り組んだ。
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T教諭が注目した5名の児童の自尊感情得
点を4月と10月の段階で比較してみると表
4のようであった。
表4. 自尊感情得点4月10月比較表
4月10月
JK男君6 C 8 /-*
JS男君22 A 26 A
AS子さん14 B 16 B
RM子さん14 B 16 B
YM子さん20 A ll B
荏)数字は問題数2 9に対する得点である。
アルファベットは、得点を3段階に分けたもの
である
A段階一自尊感情が高い(19-20点)
B段階一自尊感情が普通(9-1点)
C段階一自尊感情が低い(0点)
表5を見るとJK男君、JS男君、AS子
さん、.RM子さんの自尊感情得点はわずかな
がらであるが、上昇している。 T教諭から変
化があったという報告は得られなかったが、
縄文式土器製作を通して自信を得たと語った
児童や感想を書いた児童について、自尊感情
得点が4月時より上昇し、前向きに取り組ん
でいる児童を資料から抽出したところ10人
みられた。 これらの児童の自尊感情得点にお
ける上昇を図工と直接つなげて考えることは
危険であり、性急であるが、この10名の児
童にとって彼らの自尊感情を高めた一つの要
因として、T教諭の指導を加えることは考慮
に値するといえるだろう。
特に、週一回の2時間しか児童と接するこ
とができない専科教員にとって効率のよい授
業の基礎となる学習訓練や学習方略の指導は
重要と思われる。
学習方略を辰野(1997)は「学習の効果を
高めることをめざして意図的に行う心的操作
あるいは活動」と定義している。 これは学習
を促進する効果的な学習法・勉強法を用いる
ための計画、工夫、方法のことを意味してい
る。
T教諭の図工科でいえば、学習前の準備も
その一つであり、他に絵の描き方を例にする
と筆、筆ふき、パレットの使い方、絵の具の
出し方、下書きに使う割り箸ペンの作り方や
描く絵のアイデアの持ち方、構図の取り方、
描く方法などがあげられる。 これを、図工科
の各観域の中で、3年生から6年生まで指導
するためにはかなりの時間を要する。 そのた
めT教諭が本校に赴任した1年目の1学期は
これらの学習訓練に時間をかけることが多く、
授業を通して学習方略を身につけさせる指導
をしていたと聞いているO現在T教諭は3年
目を迎え、その定着が見られるようになって
きたと考えられる。
学習方略の定着があって、更にT教諭の図
工観(教師の押しつけでなく児童自身の考え
やこだわりを大事にする考え方)の元で児童
は個性的に創造的に活動できるのであろう。
T教諭の言葉かけに見られたように、否定的
な言葉がほとんど用いられず、「認める、はめ
る」「励ます」という言葉かけが主であった。
T教諭の場合には図工に限らず、何事につい
ても児童自身の考えや思いを生かしながら活
動、行動できる子になって欲しいとの思いが
込められている。
このように子どもたちは図工科の活動を通
して能率よく学習するための学習訓練を受け、
作品を作るための方略を学ぶ。 作品作りの過
程の中で様々な形で、児童の表現や工夫など
が評価されT教諭に受容される。 学級の児童
はこのT教諭に受容されている仲間の姿を見、
仲間を受容するようになり、仲間の良さを自
分.の作品作りに取り入れ学んでいく。 次の課
題を与えられるとそれまでに身につけたこと
を生かし、こだわりを持って取り組む。
図3図工科における自尊感情の発達予想図
学習訓練一日一一・・:
効果的に学習を進.
めるための方略):
J:
問題を理解する一一:
I:
学習への意欲.・計画を立てる一日:
-他者からの受容
・(教師の言葉かけ)
「認める・はめる」
「励ます」
・仲間による受容と・計画を実行する-:取り入れ
1:
学習の達成一日目-…
1:
自尊感情の発達一日・.
*1アげ-ソン・Eルッドマン・G/げトス・C著1999荒木紀幸監訳「親から子へ幸せの贈り物」玉川大学出版部pp. 222
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このように、図工科においては、図3に示
すような行為が繰り返されることによって、
児童の自尊感情がスパイラルに高められてい
ることが予想される。
4.終わりに
本研究では、調査の結果、教科の中で児童
が自信を持った機会の一番多い図工科を取り
上げ、そこに内在する自尊感情を高める指導
法についての知見を得るために、学級担任が
指導する教科と図工科授業との比較を行った。
主たる比較対象は言葉かけと学習訓練であ
る。児童と接する機会が週一回しかなく、表
現力や創作力に焦点を当て指導する専科教員
が担当する図工科と、学級生活の中で毎日児
童と接し児童に多くの教科を指導している担
任の算数科を比較することは必ずしも適切で
はないかも知れない。 図工科は週に一回しか
なく、図工専科が6年1組の児童とかかわる
のは週に2時間だけである。 このため多くの
児童に声をかけようと考えるのは当然である
し、能率良く時間を使うことを訓練させよう
と考えるだろう。 一方担任は、児童の学校生
活のほとんどを一緒に過ごしている。 その中
で児童を観察し、それぞれの児童にあった言
葉かけをし、指導をしていると思われる。 例
えば、国語は得意だが算数の文章題は苦手と
している児童の場合、国語での教師の関わり
は少なく、算数での関わりが増えるだろう。
つまり、その1時間に声をかけなくても、1
日という学校生活の中で児童にかかわればよ
いのである。 また、休憩時間の過ごし方にし
ても、図工科では教師が積極的に児童をリラ
ックスさせるようにする意識はないだろう。
しかし、技能科と違って、教科指導では思考
の集中や緊張が多い。 そこで次の授業のため
に休憩時間では解放してやろうという気持ち
が教師に働くだろう。 このように休憩に対す
る2人の考え方に違いが予想される。
ただここで注目すべきは、担任が指導しな
い図工科・音楽科・家庭科の時間になると、
児童は教科学習での緊張(集中)から解放さ
れ息抜きとして捉えることが多い。 このこと
は、専科教員から担任に対して「子どもたち
は、担任の先生の言うことはよく聞くけれど、
わたし(専科教員)の言うことは全然聞かな
い。担任の先生からもよく指導して下さい。」
と注意を受けることと関連している。
しかし、T教諭の図工科をフィールドワー
クして見えてきたことが、専科教員の授業で
集中する児童の姿であった。 また授業分析や
内容分析から、図工科授業を通して児童が自
信を得た機会が教科学習に比べ著しく多いこ
とである。 これらの点を考慮する時、T教諭
の指導する図工科授業の長所をあらためて参
考にする必要があると考える。
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